
　

重点 0 横展開 0 計 0 重点 0 横展開 0 計 0

事業数

1

H26(2014) H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018)

R1(2019) R2(2020) R3(2021) 〇 R4(2022) 〇

数値 年 数値 年 数値 年 数値 年

18 2020 39 2020 3.00 2018 1.25 2020

32 2021 38 2021 2.70 2019 1.26 2021

17 2022 50 2022 2.00 2020 1.79 2022

翌々年 ２月頃 翌々年 ２月頃

可

〇

有

測定可否 ⇒

（アウトプット）

※婚姻率、合計特殊出生率の算出頻度・方法等

（アウトカム）

婚姻数 出生数 婚姻率

　※交付金活用年度

＜令和６年度以降実施予定の改善策＞
（上記評価内容を踏まえ、取組が目的達成に貢献するためにどうあるべきか、など）

指標

１．自治体が設定したKPIの達成率（全事業平均）（％）

２．少子化全体の指標推移

11▲ 1

125.0%

上記による成婚数合計 1 成婚数/全体の婚姻数（％）

３．（※結婚支援を行っており、測定可能な自治体のみ）結婚支援事業による暦年（令和4年）の成婚数

79.9%

合計特殊出生率

▲ 1.00

5.9%

（その他内容） 結婚支援団体

0.53

0.54

①（交付金活用開始時点最新）

②（最新一時点前）

③（現時点最新）

増減（③－②）

増減（③－①）

▲ 0.70

活用メニュー

2_2_1 各地域において、地域の関係者間の情報共有、地域における課題の抽出・分析等を行う取組

2_2_2 出産直後の男性の休暇取得や男性の家事・育児への参画を促進する機運を醸成するための取組

2_2_3 主に若い世代に対し、将来のライフプランを希望どおり描けるよう、知識・情報を提供し、考える機会を持たせる取組

2_2_4 主に若い世代が乳幼児と触れ合う体験を通じて、子育てなどに対する理解を深めるための取組

2_2_5 企業・団体・学校等の自主的な取組に対する支援

2_2_6 その他、各地域において、当事者及びその他の社会のあらゆる構成員の意識や行動の改革をもたらそうとする取組

1_3_1 マッチングシステムの高度化と相談員による支援を組み合わせた結婚支援

1_3_2 オンライン婚活等の実施

1_4 結婚支援ボランティア等育成モデルプログラムを活用した取組

1_5_1 様々な主体の連携による総合的な機運醸成の取組

1_5_2 子育て世帯に学ぶライフデザインの取組

2_2_7 その他優良事例の横展開事業の取組

3_1 新規に婚姻した世帯に対する住宅取得費用、住宅賃借費用、引越費用に係る支援（一般コース）

3_2 新規に婚姻した世帯に対する住宅取得費用、住宅賃借費用、引越費用に係る支援（都道府県主導型コース）

メニュー名

1_6_2 多様な働き方の実践モデルの取組

1_7_1 子育て分野におけるＩＣＴやＡＩ等の活用促進の取組

1_7_2_1 家事・育児支援サービス等の体験支援

1_7_2_2 妊婦や多様な子連れ世帯の外出・移動支援

事
業
全
体
の
評
価

評価

改善策

令和６年度以降の少子化対策事業継続の有無 ⇒

今後は、交付金事業を着実に実行するとともに、結婚支援体制を整備し、対象者に寄り添ったサポートを行っていく。

＜KPI達成の要因、評価できる点（目的に対し実施事業が貢献した点、取組にあたり工夫した点など）＞
＜KPI不達成の要因、改善すべき点＞

2021年に事業を開始し、比較的多くの婚姻があったため、2022年は落ち着きをみせたものの、婚姻に伴う出生数は増加した。

令和４年度地域少子化対策重点推進交付金事後評価書(令和３年度補正予算・令和４年度当初予算）

336815

岡山県

測定対象の事業
（複数選択可） その他

結婚支援センター

1_7_2_3 地域の子育ての担い手の多様化支援

2_1_1 結婚支援の取組を行う結婚支援センター等の開設・運営、同センター等におけるマッチングシステムの構築等

2_1_2 各地域において結婚支援を行うボランティア等（マリッジサポーター等）の育成、組織化、交流体制の構築等

2_1_3 その他、各地域において結婚を希望する者の希望の実現を支援するための取組

1_1 結婚支援に対する取組

1_2 機運醸成の取組

交付金活用
事業数

吉備中央町

自治体名：

自治体コード

(都道府県名)

(市区町村名)

1_6_1 男性の育休取得と家事・育児参画促進の取組

新生活

1

結婚支援 機運醸成

▲ 15 12

(1)頻度

(2)方法

(3)公表時期

毎年 毎年

都道府県が算出 都道府県が算出



効果検証・
評価の体制

毎年、「吉備中央町まち・ひと・しごと有識者会議」で議題に掲げ、効果検証を行っている。


